
令和2年度主な施策等一覧（教育委員会）

区 分 事 項 予 定 額 頁

千円

新 規 高等特別支援学校新設の設計
債務負担行為

(50,000)
1

ナゴヤ・スクール・イノベーション事業 975,847 2

ナゴヤ子ども人生応援サポーター事業 130,985 3

グローバル人材を育む和室活用事業 39,799 4

小学校における新たな運動・文化活動の実施 543,133 5

全国中学校体育大会の開催 10,000 6

拡 充 学校トイレの環境改善 798,009 7

肢体不自由学級設置校等へのエレベーターの
整備

330,500 8

校舎等のリニューアル改修 702,057 9

なごや子ども応援委員会の運営 1,531,047 10

学校司書の配置 81,959 12

学習支援講師の配置 443,727 13

学校生活介助アシスタントの派遣 166,342 14

日本語指導が必要な児童生徒の支援 169,413 15

ロボット・プログラミング教育の推進 3,619 16

市立高校生の海外派遣 69,231 17

特別支援学校アドバイザーの派遣等 2,105 18



区 分 事 項 予 定 額 頁

千円

拡 充 幼稚園における預かり保育の実施 48,819 19

学校保健課題解決支援事業 2,000 20

ナゴヤ子どもいきいき学校づくりの推進 12,983 21

就学援助における入学準備金等 666,815 22

稲武野外教育センターのトイレ改修 54,000 23

私立高等学校授業料補助 99,104 24

部活動顧問派遣事業 157,830 25

博物館の魅力向上に向けた基本構想の策定 20,000 26

科学館Ｂ６型蒸気機関車の運搬、旧型客車の
修復等

77,754 27

断夫山古墳の発掘調査 2,586 28

科学館プラネタリウム機器の更新等 178,963 29

科学館等のトイレ改修 128,400 30

開 設 科学館ノーベル賞受賞者顕彰施設 31
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （新規）高等特別支援学校新設の設計 草案頁 ４３頁 

予 定 額 債務負担行為（限度額５０，０００千円） 

事業の概要 

 

（趣  旨） 

 

  特別支援学校高等部の生徒数の増加や、企業等への就労をめざ

す職業教育のニーズの高まりに対応するため、若宮商業高等学校

の既存校舎の改修等により新設する高等特別支援学校の設計を

実施する。 

 

 

（内 容） 

 

１ 設置場所 

  天白区古川町７６番地（若宮商業高等学校との併設） 

         

 ２ 施設内容 

普通教室１５室、実習室、管理諸室 

 

 ３ 総事業費  約９億円 

 

４ 整備計画（予定） 

  令和２～３年度  設計 

  令和４～５年度  工事 

     令和６年度    開校 

 

 

 

 

担 当 課 

指 導 部 指 導 室   電話 ９７２－３２８９（特別支援） 

            電話 ９７２－３２９０（高等学校） 

総務部学校整備課   電話 ９７２－３２２１ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（新規）ナゴヤ・スクール・イノベーション

事業 
草案頁 ４３頁 

予 定 額 ９７５，８４７千円 

事業の概要 

（趣 旨） 

 

社会が劇的に変化する中で、「自らの可能性を最大限に伸ばし、

人生をたくましく生きていく」なごやっ子を育成するため、子ど

も一人ひとりの興味・関心や能力、進度に応じた学習を推進する。 

 

（内 容） 

 

 １ 個別最適化された学びを提供する授業改善の推進 

（１）民間等の力を活用した学校における実践研究 

○小学校１校におけるモデル実践の継続 

○市立学校（園）で６つのプロジェクトによる新たな実践研

究を開始 

（２）国内外の先進事例の研究と実践 

 （３）学習会の開催などを通じた教員の意識改革 

 

２ 新時代の学びを支える環境整備 

（１）授業を担当する全教員分のタブレットの整備 

（２）児童生徒１人１台タブレット環境の実現に向けた整備計 

画策定のための調査及び有識者会議の設置 

（３）ＩＣＴ支援員の配置等 

 

３ 広報・啓発 

インターネット上での情報発信 

担 当 課 
指導部指導室          電話 ９７２－３２８７ 

教育センター          電話 ６８３－６４２４ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（新規）ナゴヤ子ども人生応援サポーター

事業 
草案頁 ４３頁 

予 定 額 １３０，９８５千円 

事業の概要 

 

（趣  旨）   

 

高等学校及び特別支援学校高等部にキャリアコンサルタント

をサポーターとして配置することにより、キャリア教育を幅広く

推進し、生徒のキャリアプランニングを応援する。 

 

 

（内  容） 

 

 １ ナゴヤ子ども人生応援サポーターの配置 

高等学校１２校及び特別支援学校４校にサポーターを１名

ずつ常勤的に配置し、授業等でキャリア教育を実施するとと

もに、自己実現を目指す生徒に対しての個別相談等を実施 

 

 ２ 海外先進事例調査 

   ロサンゼルス等海外のキャリア教育に関する調査を実施 

  

 

 

 

 

担 当 課 
指導部指導室     電話 ９７２－３２９０（高等学校） 

           電話 ９７２－３２８９（特別支援） 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（新規）グローバル人材を育む 

和室活用事業 
草案頁 ４４頁 

予 定 額 ３９，７９９千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

   郷土への愛着や誇りをもってグローバルに活躍するための資

質・能力を育むため、小・中学校に和室（組立式）を設置する。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 実施校  

   小・中学校 １６校 

  

 ２ 実施内容 

   茶華道体験等、和室を活用した教育活動の実施 

   

担 当 課  指導部指導室          電話 ９７２－３２３１  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（新規）小学校における新たな 

運動・文化活動の実施 
草案頁 ４６頁 

予 定 額 ５４３，１３３千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

  教員が指導する小学校部活動を見直し、民間委託による新たな

運動・文化活動を実施する。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 実施校 

小学校 １３３校 

西区、中村区、熱田区、港区、南区、守山区、名東区、 

天白区 

 

 ２ 実施内容 

  〇新たな運動・文化活動の運営及び指導 

  〇人材バンクの設置による指導者の募集・研修等 

 

 ３ 実施時期 

   令和２年９月 

担 当 課 生涯学習部スポーツ振興課    電話 ９７２－３３８３ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （新規）全国中学校体育大会の開催 草案頁 ４６頁 

予 定 額 １０，０００千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

全国中学校体育大会の水泳競技大会（競泳・飛込）を開催する。 

 

 

（内 容） 

 

１ 時期 

令和２年８月１７日（月）～１９日（水） 

 

２ 会場  

日本ガイシアリーナ 

  

 ３ 種目 

   競泳男女     各１５種目 

   飛込男女     各 ２種目 

 

担 当 課 生涯学習部スポーツ振興課    電話 ９７２－３２６１ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）学校トイレの環境改善 草案頁 ４２頁 

予 定 額 ７９８，００９千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

  洋式化率の低い学校について、トイレの洋式化等を実施する。 

 

（内 容） 

１ 整備内容 

（１）明るいトイレ改修 

   洋式化、照明増設、暖房便座の設置 

（２）さわやかトイレ改修 

   洋式化、照明増設、暖房便座の設置、床・壁・天井改修 

 

２ 整備校数 

（１）明るいトイレ改修 

設計、工事 

小学校 １４校 

中学校  ５校 

高等学校 １校 

（２）さわやかトイレ改修 

設計 

小学校  ７校 

中学校 １４校 

高等学校 ４校 

  

３ 整備計画（予定） 

   令和２～６年度の５年間で実施 

担 当 課 総務部学校整備課        電話 ９７２－３２２１ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（拡充）肢体不自由学級設置校等への 

エレベーターの整備 
草案頁 ４２頁 

予 定 額 ３３０，５００千円 

事業の概要 

 

（趣  旨） 

   

  肢体不自由学級設置校等において、児童生徒が教室間を円滑に

移動するため、エレベーターの整備を実施する。 

   

 

（内 容） 

 

  整備校数 

  （１）設計等 

     小学校 １校 

（２）工事（令和元年度設計分） 

     小学校 ２校 

中学校 １校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 
総務部学校整備課        電話 ９７２－３２２１ 

指 導 部 指 導 室        電話 ９７２－３２８９  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）校舎等のリニューアル改修 草案頁 ４２頁 

予 定 額 ７０２，０５７千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

  老朽化した校舎等について、「名古屋市学校施設リフレッシュ

プラン」に基づき、教育環境の改善とともに建物の長寿命化を図

るため、リニューアル改修を実施する。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 整備校数 

（１）設計 

小学校 １６校 

中学校  ２校 

高等学校 １校 

（２）工事 

小学校  ５校 

中学校  ２校 

 

２ 整備内容 

   屋上防水、内装（トイレを含む）・外壁の改修及び設備の更

新を一体的に実施 

 

 

担 当 課 総務部学校整備課        電話 ９７２－３２２１ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）なごや子ども応援委員会の運営 草案頁 ４３頁 

予 定 額 １，５３１，０４７千円 

事業の概要 

 

（趣  旨）   

 

さまざまな悩みや心配を抱える子どもや親を総合的に支援し、

子どもの目前の進路にとどまらず将来の針路を応援するための

取組みを推進するなごや子ども応援委員会の体制を強化する。 

 

 

（内  容） 

 

 １ 職員体制の拡充 

   主任（総合援助職）  ３人（新規） 

 

２ 「子ども応援委員会サポートシステム（仮称）」の構築 

   子どもたちへより効果的な支援を行うため、ＡＩ等を活用し

たシステムの構築に関する調査を実施 

 

 

（参 考） 

 

  総合援助職は、生物・心理・社会面から総合的に子どもを応援・

援助するために令和２年度から導入するものである。 

 

担 当 課 
子ども応援委員会制度担当部子ども応援室          

電話 ９５０－７１６２ 
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令和２年度 なごや子ども応援委員会職員の配置状況   
（単位：人） 

 

区  分 

子ども 

応援委員会 

(中学校１１０校) 

子ども応援室 計 

常勤 

主任 

（総合援助職） 
３  ３ 

総合援助職 ０→ １２  １２ 

スクール 

カウンセラー 
１１０→ ９９ １ １００ 

スクール 

ソーシャル 

ワーカー 

２２→ ２１  ２１ 

スクール 

アドバイザー 
１１  １１ 

非常勤 
スクール 

ポリス 
１１  １１ 

計 １５４→１５７ １ １５８ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）学校司書の配置 草案頁 ４３頁 

予 定 額 ８１，９５９千円 

事業の概要 

 

（趣  旨） 

 

  児童生徒の学校図書館の利用促進等を図るため、学校司書を配

置するとともに、近隣の小・中学校への巡回派遣を行う。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 配置校数  

   小・中学校 ６４→７０校 

 

 ２ 配置時間  

   週当たり２０時間 

担 当 課 指導部指導室          電話 ９７２－３２３１ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）学習支援講師の配置 草案頁 ４３頁 

予 定 額 ４４３，７２７千円 

事業の概要 

 

（趣  旨） 

   

  きめ細やかな指導を通して、児童生徒の基礎・基本の定着、学

習に関する興味・関心の喚起を図るため、非常勤講師を配置する。 

 

（内 容） 

 

  子どもの未来応援講師を配置拡充するとともに、家庭の事情等

により学習に困難を抱えている児童生徒を支援することを目的

として、子どもの未来応援講師の配置校において、長期休業期間

の特設講座を拡充する。 

 

 １ 配置校数 

子どもの未来応援講師  ８５→９０校 

発達障害対応支援講師     ６５校 

不登校対応支援講師      ４０校 

日本語指導講師        ３１校 

 

 ２ 配置時間 

   週当たり２０時間 

 

 ３ 長期休業期間における特設講座 ８５→９０校 

担 当 課 指導部指導室          電話 ９７２－３２３１  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）学校生活介助アシスタントの派遣 草案頁 ４３頁 

予 定 額 １６６，３４２千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

介助が必要な障害のある幼児児童生徒に対し、学校（園）生活

における支援を行うため、学校生活介助アシスタントの派遣時間

を拡充する。 

 

 

（内 容） 

 

派遣時間 年間７５，６００→１０７，９７５時間 

 

担 当 課 指導部指導室          電話 ９７２－３２８９ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（拡充）日本語指導が必要な児童生徒の 

支援 
草案頁 ４３頁 

予 定 額 １６９，４１３千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

  日本語指導が必要な児童生徒の増加及び集住化に対応するた

め、日本語と外国語を話すことができる母語学習協力員等を配置

する。 

 

（内 容） 

１ 母語学習協力員スーパーバイザー（新規） 

 （１）配置人数     ３人 

     中国語、フィリピノ語、ポルトガル語 各１人 

 （２）配置時間 週当たり３０時間 

 

 ２ 母語学習協力員（拡充） 

 （１）配置人数     ４０→４２人 

     中国語        ２１人 

     フィリピノ語   ９→１１人 

     ポルトガル語     １０人 

 （２）配置時間 週当たり３０時間 

  

 ３ 母語指導補助員 

 （１）配置人数     ２人 

     中国語、フィリピノ語 各１人 

 （２）配置時間 週当たり２０時間 

担 当 課 指導部指導室          電話 ９７２－３２３１  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（拡充）ロボット・プログラミング教育 

の推進 
草案頁 ４４頁 

予 定 額 ３，６１９千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

学習指導要領の改訂に伴う小学校におけるプログラミング教育

の必修化に合わせ、教材を活用することによりプログラミング教

育を推進する。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 調達する教材 

   ロボット・プログラミング教材 ２セット 

 

 ２ 貸出校数 

   小学校 １２校 

（令和元年度に調達した教材２セットを含めた貸出校数） 

担 当 課  指導部指導室          電話 ９７２－３２３１  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）市立高校生の海外派遣 草案頁 ４４頁 

予 定 額 ６９，２３１千円 

事業の概要 

 

（趣  旨） 

   高等学校教育の活性化とともに、未来を担うにふさわしい国際

的視野をもった心豊かな人間の育成と国際理解教育の充実を図

ることを目的として、市立高校生を海外に派遣する。 

  また、経済的な理由により参加費の負担が困難な生徒を対象と

した優先枠を設ける。 

 

（内 容） 

 １ 派遣期間 

   １０日間程度 

 ２ 派遣人数 

   マレーシア            １５人 

   オーストラリア（シドニー）    ３０人 

   フランス（ランス）        １５人 

   ドイツ              ２０人 

   イタリア（トリノ）        ２０人 

   中国（南京）           ３０人（新規） 

   ウズベキスタン（タシケント）   ３０人（新規） 

３ 主な研修内容 
   事前研修、現地校訪問・交流、ホームステイ、市役所への表

敬訪問、現地産業に係る就業体験、自主研修プログラム、事後

研修、報告会    
担 当 課 指導部指導室          電話 ９７２－３２９０ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（拡充）特別支援学校アドバイザーの 

派遣等 
草案頁 ４４頁 

予 定 額 ２，１０５千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

特別支援学校の教育活動を支援するために、学校運営や障害特

性に応じた指導法等について助言を得られるよう、外部の専門家

を派遣するとともに、それぞれの専門家が参加する学校経営評価

会議を開催し、学校経営の適正な評価を行う。 

 

 

（内 容） 

 

１ 特別支援学校アドバイザーの派遣 

弁護士、大学教授、就労関係者等のアドバイザーを特別支援

学校５校へ派遣 

 

学校運営アドバイザー ２０回 

指導法アドバイザー  ９０回 

 

２ 学校経営評価会議 

カリキュラム・マネジメントを活用した学校経営評価を各学

校が実施するとともに、外部専門家として特別支援学校アドバ

イザーが参加する学校経営評価会議を実施 

担 当 課 指導部指導室          電話 ９７２－３２８９  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）幼稚園における預かり保育の実施 草案頁 ４４頁 

予 定 額 ４８，８１９千円 

事業の概要 

 

（趣  旨） 

   

  多様な保護者のニーズに応じるとともに、より安心して子育て

ができるよう、市立幼稚園において預かり保育を拡充する。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 実施園数 ２３園（全園実施） 

 

 ２ 実施内容 

   開園日 

    教育時間終了後～１７時 年間２００日 

 

   長期休業中 

    ９時～１７時 ４１日 

     １６→２３園 

 

    ９時～１２時 １０日（夏季のみ） 

      ７→ ０園 

  

 ３ 利用料 

   ２５０円／日（３時間まで） 

   ５００円／日（６時間まで） 

   ７００円／日（８時間まで） 

担 当 課 指導部指導室          電話 ９７２－３２９０  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）学校保健課題解決支援事業 草案頁 ４４頁 

予 定 額 ２，０００千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

  学校保健において多様化・深刻化する課題に対し、学校医が専

門医と連携をしながら解決を図る仕組みについて調査・検討す

る。 

 

 

（内 容） 

 

 〇学校保健課題解決支援のための検討 

 〇学校医を対象とした研修会実施 

担 当 課 指導部学校保健課        電話 ９７２－３２４５ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（拡充）ナゴヤ子どもいきいき学校づくり

の推進 
草案頁 ４４頁 

予 定 額 １２，９８３千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

小・中学校の小規模校や過大規模校における課題を解決し、子

どもたちがいきいきと輝く良好な教育環境を目指して、学校統合

等を着実に推進する。 

 

 

（内 容） 

 

  統合の場所・校舎の配置・整備手法等の検討及び調査を行う。 

 

 

（参 考） 

 

令和元年５月１日現在の状況 

 

○小規模校 

 小学校 ７５校 

 中学校  ３校 

   

○過大規模校 

   小学校  ５校 

担 当 課 総務部教育環境計画室      電話 ９７２－３２８２ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）就学援助における入学準備金等 草案頁 ４４頁 

予 定 額 ６６６，８１５千円 

事業の概要 

 

（趣 旨）   

  就学援助の支給額について、入学準備金、学用品費等の支給単

価を増額する。 

 

 

（内 容） 

 １ 入学準備金 

  ○支給額 

   小学校１年生 ５０，６００→５１，０６０円 

   中学校１年生 ５７，４００→６０，０００円 

 

 ２ 学用品費等 

  ○支給額   

   小学校１年生   １３，１００→１３，２３０円 

   小学校２～６年生 １５，３５０→１５，５００円 

   中学校１年生   ２４，８００→２５，０４０円 

   中学校２～３年生 ２７，０５０→２７，３１０円 

  

３ 卒業アルバム代 

  ○支給額 

小学校６年生 実費額 

中学校３年生 実費額 

 

 

 

 

担 当 課 教務部学事課          電話 ９７２－３２１４  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（拡充）稲武野外教育センターのトイレ 

改修 
草案頁 ４５頁 

予 定 額 ５４，０００千円 

事業の概要 

 

（趣  旨） 

 

   老朽化した稲武野外教育センターのトイレの洋式化を実施す

る。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 整備箇所 

   第１本館、第３本館、多目的ホール、屋外トイレ 

 

 ２ 整備計画 

   令和２年度 工事  

 

担 当 課 指導部指導室          電話 ９７２－３２３１ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）私立高等学校授業料補助 草案頁 ４５頁 

予 定 額 ９９，１０４千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

  私立高等学校に在籍する者に対して授業料の補助を行うこと

により、保護者負担の軽減を図る。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 対象者 

   愛知県の行う授業料補助（令和元年度）の対象範囲外の者 

 

 ２ 補助単価 

 

（１） 市県民税所得割額５４２，５００円未満 

  （年収約８６０～９７０万円） 

   年２６，０００→４２，０００円 

 

（２） 市県民税所得割額６９２，５００円未満 

  （年収約９７０～１，１３０万円） 

   年１５，０００→２５，０００円 

 

 

担 当 課 教務部学事課          電話 ９７２－３２１４ 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）部活動顧問派遣事業 草案頁 ４６頁 

予 定 額 １５７，８３０千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

  部活動の充実・活性化を図るとともに、教員の多忙化解消のた

め、部活動時間中に教員顧問がいなくても、子どもを指導できる

部活動顧問を派遣する。 

 

 

（内 容） 

 

  派遣部数 小学校       ８部 

中学校 ２１８→２４５部 

 

 

 

 

担 当 課 
 生涯学習部スポーツ振興課    電話 ９７２－３２６１  

 生涯学習部生涯学習課    電話 ９７２－３２５１  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（拡充）博物館の魅力向上に向けた 

基本構想の策定 
草案頁 ４８頁 

予 定 額 ２０，０００千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

  博物館の機能更新を検討するにあたり、地域連携や民間ノウハ

ウの活用等を視野に入れながら、博物館の魅力向上に係る基本構

想を策定する。 

 

（内 容） 

 

 ○時代に即した展示機能の充実 

○収蔵機能の確保 

 ○機能的な施設配置及び博物館の魅力向上に資する敷地全体の

利用のあり方 

 

担 当 課  博物館総務課          電話 ８５３－２６５７  
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令和２年度主な施策等一覧 

教 育 委 員 会 

事 項 
（拡充）科学館Ｂ６型蒸気機関車の運搬、 

旧型客車の修復等 
草案頁 ４８頁 

予 定 額 ７７，７５４千円 

事業の概要 

 

（趣  旨）   

 

  科学館のＢ６型蒸気機関車について、活用方針を決定するまで

の間、現在の保管場所から移動させ、保管する。 

また、旧型客車及び供奉車を取得し、運搬及び展示に必要な修

復工事を実施するとともに展示等活用調査を実施する。 

 

 

（内  容） 

 

 ○Ｂ６型蒸気機関車の運搬、保管 

 ○旧型客車及び供奉車の運搬及び修復工事 

 ○旧型客車及び供奉車の展示等活用調査の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 科学館総務課          電話 ２０１－４４８０  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）断夫山古墳の発掘調査 草案頁 ４９頁 

予 定 額 ２，５８６千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

  愛知県最大の古墳で、志段味古墳群と密接に関わる国指定史

跡・断夫山古墳の特徴を学術的に解き明かすため、県市共同で発

掘調査等を実施する。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 発掘調査の実施 

   史跡指定地外に広がる濠
ほり

・堤の範囲などを確認するため、発

掘調査を実施する。 

 

 ２ 調査検討委員会の開催 

   有識者等により構成される調査検討委員会を開催し、発掘調

査の指導を受ける。 

 

   

担 当 課 生涯学習部文化財保護室     電話 ９７２－３２６６  
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 
（拡充）科学館プラネタリウム機器の 

    更新等 
草案頁 ４９頁 

予 定 額 １７８，９６３千円 

事業の概要 

 

（趣  旨） 

 

  新館開館から約１０年が経過したシステム機器の更新等を実

施する。 

 

 

（内 容） 

 

 ○プラネタリウム機器の更新 

  デジタル式プラネタリウム、デジタルパノラマシステム、 

立体音響システム 等 

 

○設備のメンテナンス 

  ドームスクリーンの点検補修等、座席のオーバーホール 
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令和２年度主な施策等一覧 
教 育 委 員 会 

事 項 （拡充）科学館等のトイレ改修 草案頁 ４９頁 

予 定 額 １２８，４００千円 

事業の概要 

 

（趣 旨） 

 

  科学館等について、トイレの洋式化等を実施する。 

 

 

（内 容） 

 

 １ 整備内容 

   トイレの洋式化、洗面器の自動水栓化、多目的トイレの多機

能化等 

 

 ２ 整備計画 

（１） 設計・工事 

令和２年度 美術館 

（２） 工事 

令和２年度 博物館、科学館 

担 当 課 

 博物館総務課          電話 ８５３－２６５７ 

 科学館総務課          電話 ２０１－４４８０ 

 美術館総務課          電話 ２１２－０００２ 
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令和 2年度主な施策等一覧 

教 育 委 員 会 

事 項 
（開設）科学館ノーベル賞受賞者 

顕彰施設 
草案頁 ４９頁 

予 定 額  

事業の概要 

 

（趣  旨） 

 

 愛知・名古屋ゆかりのノーベル賞受賞者の業績などを分かりや

すく伝える施設の整備に向けて、科学館サイエンスホールの改修

及び展示コンテンツの制作を愛知県と共同で実施し、令和２年度に

開設する。 

 

（内 容） 

 

 １ 場所 

   科学館生命館地下２階サイエンスホール内 

 

 ２ 規模  

約７２０㎡ 

 

 ３ 総事業費 

   約１０億円（愛知県の負担分約５億円を含む。） 

 

 ４ 開設時期 

   令和３年３月 

担 当 課 科学館総務課          電話 ２０１－４４８０ 

 

 


